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鮮新
一

更新統の 五 日市砂礫層基底 にみ られる不整合の意義

五 目市盆地 団体研究グ ル ープ ＊

Significance　of 　the　unconfc ）rmity 　on 　the　base　of 　Itsukaichi

　　　　　　　　　　　Formation，
　central 　Japan

Itsukaichi　Basin　Research　Group

Abstract 　The 　ltsukaichi　Basin　located　in　the 　western 　part　ofTokyo 　metropolis 　consists 　of 　the

IniddIe 　and 　 upper 　Miocene 　formation　called 　Itsukaichi　Group 　 and 　 overlying 　 on 　the 　plio−

Pleistocene　one 　called 　Itsukaichi　sand 　and 　grave1，　The 　stratigraphical 　succession 　is　as 　fbllows；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Itsukaichi　sahd 　and 　gravel　Formation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へiiro　Formation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Akikawa 　Formation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mesozoic 　and 　Paleozoic　systems

　 1． The 　Itsukaichi　Group 　is　divided圭nto 　the　Akikawa 　Formation　and 　thc　Aliro　Formation．

The　latter　lies　unconformablly 　on 　the 　fbrmer ．

　2． Aftcr　the　deposition　Qf　the　Akikawa　Formation，　a 　new 　basin乱ppeared　and 　the へjiro
Formation 　were 　fbrmed 　in　which 　talus −like　deposits　and 　basal　conglomerates ，　were 　deposited

in　the 　early 　stage ．

　 3． The 　Itsukaichi　Group 　was 　fblded　in　the 　Iate　Miocene 　of 　in　the 　Pliocene．

　生　Bef｛）re 　the 　sedimentation 　of 　the 　Itsukaichi　 sand 　and 　gravel　Formation
，
　the 　area 　was

upheaved 　and 　croded ．　So
，
　the 　Itsuka1chi　Group 　might 　be　clino −unconf （）rmably 　overlain 　by　the

sand 　and 　gravel　beds　mentioned 　above ．

　 5． General　trend　of 　the 　geological　structurc 　is　ma 三nly 　WNW −ESE 　directien　 which 　is　the

reflection 　of 　Paleozoic　and 　Mesozoic　f（）rmations ．　The 　crustal 　movement 　forming　thc　geological
structure 　of 　the 　margin 　of 　the 　Kanto 　basin　with 　the 　WNW −ESE 　direction　occurred 　in　the

Plio−Pleistoccne．　Bcginning　of 　construction 　of　the 　Kanto 　basin　was 　at 　this　time ，

i．　 は じめ に

　東京都西部 の 五 日市盆 地 （第 1図）に は，小仏層群 ・

鳥 ノ 巣層群 ・秩 父古生 層 を基盤 と して ，新第三 紀中新 世

中期
＊＊ 〜鮮新一洪積世 の 地層が分布す る （藤本 ，

1951）．

　本地域新第三 系 の 地質層序 に 関 す る 研 究 は ，鈴 木

（1888），藤本（1926）以来何人 か の 人 に よ り行 な わ れ て

きて い る が ， 新第三 系の 内部は すべ て整合一連で あ る と

され て きた （藤本，1926，1951； 菅野 ・新井，1964）．

’　足 立 久 男
e

（都 立 淵江高校），赤松　陽 （都立 綾 瀬 ろ う学校），原 田 光男

　 （都立冨士森 高絞 ｝，平塚 さよ子 （栃木
・
間 々 田小学校），方違重治 （゚束

　 建地 質調査 K ．K ．），石 田吉明 （゚都立武蔵村 山高校），金井克 明 （都立 日

　 野 台高校），小泉　潔
U
（都 立葛西 南高校），熊野 谿夏子 （゚東京家政 学院高

　 校），宮下　敦 （早．稲出大 学教 育学部），中山 俊雄 （都土木技術研究 所），
　 沢 田住恵 （青森

・
多賀 台小 学校），竹越 　智 （埼玉 県立豊 岡高校〉、樽

　 良平 （私立 八王子実践高校），渡 辺拓美 （都 立多摩 高校），○ 印 は 執 筆

　 者．
＊＊

前期の もの が存在する可能 もある．
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第 1 図　 調 査 地 城 お よ び 地 質 概 略 図
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178 五 日 市 盆 地 団体 研 究 グル ープ

　筆者 らは，1976年以来 ♪ 本地域 の 新第三 系の 調 査 を進

め て きた．こ れ ま で の 野外調査 の 結果 か ら， 新第三 系 の

中は整合一連 で は な い こ とが 判明 し た．つ ま り，上 部新

第 三 系 の 網代層は 下位層 を不整合に お お っ て お り　（足立

・五 日市盆地団体研究グル
ープ，1979），ま た，そ の 上 に

重 な る鮮新
一

洪積統の 五 日市砂礫層 は，そ れ よ り下 位 の

新第 三 系を明瞭な傾斜不整合で お お っ て い る こ とが 明 ら

か とな っ た．

　本 論 文 に お い て は，五 日市 砂 礫層 の 基底 に み られ る不

整合 の 意義に つ い て 報告す る．

　本論文作成にあ た り，埼玉大学助教授 ・角 田史雄博士

に は討論 ・助言をし て い た だ い た，また，新潟大学教授

・藤 田至則博 士 ， 群馬大学教授
・野村哲博士，島根大学

助教授 ・山 内靖喜博士 に は現地 で 討論 をし て い た だ い

た．さ らに 野外の 調査 に際 して
， 以下 の 方々 か ら御協力

・御援助を い た だ い た．こ こ に記 して 深 く感謝申 し上げ

た い ．

　阿部良春 （稲城第五 小学校）
・
藤田 こ うし （日野精機

K ・K ・） ・
長谷川直子 （都立 武蔵丘高校生 徒） ・平井敏

一
（早 稲田 大学教育学部）・

堀田信子 （都立 石 神 井 高

校）
・
飯田修江 （元

・都立淵江高校 生徒）　・池 田 仁 奈

（東京家政学院短期大学）
・
池田則生（大手 開発 K ・K ・）

・稲 田 多恵子 ・石村英勝 （東建地 質 K ・K ．） ・石 塚 小 太

郎 （都立保谷高校）
・
伊藤修 二 （茨城県立竜ケ綺第一高

校）・
川北敏章 （都立 町 田工 業高校）

・小 山　功 （大久

野 小学校） ・久津間文隆 （埼 玉 県立 福岡高校）
・倉川

博 ， 桑原敬二 （日本大学文理学部） ・正 井信雄 （大森第

一
中学校）

・
中野仁礼 （東京農業大学附属第一高校）

・

大井淳子 （元 ・都立淵江高校生 徒） ・大木則 之 （早 稲 田

大学教育学部） ・鮫島陽
一

（埼玉 県立狭山高校） ・佐瀬

和義 （都立 北園高校） ・高橋道雄 （相模女子大学附属高

校）
・鷹野雅博 （東海大学海洋学部）の 諸氏．

第 1表　 地 　質　 層　 序

層 厚

150m 十

799m 十

2， 地質概説

1000m 〜 2400皿

中 ・古 　 生　 層

　五 日市盆地 周辺域 に 分布す る先新第 三 系の 基盤 は，五

日市一川上構造線 （矢部，1925）を境と して，北側 の 秩

父 累帯 に属す る秩 父 古生層 お よ び鳥 ノ巣層相当層 と， 南

側 の 四 万 十 累帯 に属す る 小仏層群 とに分けられ る．

　秩 父古生 層は 主 と し て二 畳 系 の チ ャ
ート・シ ャ

ー
ル ス

タ イ ン ・砂岩 ・粘板岩 ・石灰岩 よ り構成され ， 地層 は 西

北西一東南東方向の 走向を持 ち急傾斜 し て い る．

　鳥ノ巣層相当層は主 と して砂岩 お よび チ ャ
ートよ り構

成 され ， 特徴的 に 鳥 ノ巣型石 灰岩を は さみ ， 多 くの 鳥 ノ

巣型動物化石 群 を産す る ，

　小仏層群 は，白亜系 〜古第三 系の 砂岩 ・泥岩互層 を主

体とす る地 層群 よ り構成され，地層 は西北西一東南東方

向の
一

般走向をもち，北方上 位 の 単斜構造を示 す．

　こ れ らの 基盤岩 に 不 整 合 に 重 な り，そ の
一

般走向 と直

交ない し斜交す る 走向を も っ て 新第三 系が発達す る．さ

らに こ の 新第三 系 お よび 基盤を不 整合に お お い ， そ れ ら

の
一

般走向 と斜交す る 走向をもっ た 五 日市砂礫層が 最上

位に 発達 して い る （第 2図 ， 第 3 図），

　五 日市町層群お よび五 目市砂礫層 に つ い て，層序 （第

1表）と岩相をの べ る．

　た だ し五 日市町 層群の 詳 しい 記載報告は 別途 に行 な う

予定で あ る の で 小論で は そ の 概略 を の べ る に とど め る．

3． 五 日市町層 群
・五 日市砂礫層 の 層序お よ び岩相

　 （1） 五 日市町層群

　 〔命名〕　 藤本 （1926） は第三 系を T
、
〜T5 に 区分 し

た．菅野 ・
新井 （1964） も こ の 区分 とほ ぼ 同様 に 下位 よ

　 さ ち が み 　 　 　 こ し よ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た て や

り幸神層 ・小 庄砂岩泥 岩互 層 。館谷 泥 岩層 ・横沢泥岩砂
　 　 　 　 あ　じう

岩互 層
・
網代層に 区分 し ， こ れ らの 関係は すべ て 整合漸

移 で あ る と した．ま た こ れ らを
一

括 して 五 日市町層群 と

し た．

　筆者 らは，網代層 と下位層 との 問は 不 整合 の 関係 に あ

る とみな し， 網代層 よ り下位の 地層を
一

括 して 秋川層と

した （足 立 ・五 目市盆地団体研究グル ープ，1979）．

　秋川層 （新称）
＊

　秋川層 は岩相上の 特徴 よ り， 幸神礫岩部層 ・小 庄泥岩
　 　 　 は 　 ぶ
部層 ・羽生凝灰岩部層 ・館谷 泥 岩部層 。高 尾凝灰岩部層

・
伊奈砂岩部層

・
横沢砂岩泥岩部層 に 区分 で きる ．

　 〔模式地 〕　 幸神付近 お よび 秋摺流域．

　 〔下位層 との 関係〕　 秋川層 と下 位 の 先新第三 系 とは

傾斜不 整合の 関係に あ る．不整合は 3 ケ所 の 露頭 （三 内

川上流 ， 広徳寺裏 ， 小和田 橋付近） で 直接観察で きる．

　 〔分布〕　 盆地中央部 とその 周辺 域 に 分布す る，

　 〔岩相〕　 幸神礫岩部層は淘汰不良の 亜角礫〜亜 円礫

を主体とす る．一
般 に 西部 か ら南部地域の 不整合面付近

＊
詳 しい 報告 は別途に 行な う．
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で は ， 崖錐性礫岩の 特徴をもつ 角礫 〜亜 角礫岩が発達す

る が，北部地域 で は 円礫岩が発達す る傾 向に あ る，礫種

は，先新第 三 系の 砂岩 ・チ ャ
ート・粘板岩 。シ ャ

ー
ル ス

タイ ン な どで 搆成 され，基質 は粗粒砂岩 よ りな る．上部

で は 砂岩層 をは さみ，砂岩礫岩互層 とな る．

　小 庄泥 岩 部 層 は，泥 岩 が ち薄互 層を主体と し，全体に

乱堆積構造が顕著にみ られ る．厚い 砂岩層をは さむ こ と

もあ る，

　羽生凝灰 岩部層
＊
は 細粒 〜粗粒 の 酸性凝灰岩を 主 と し，

一
部 に凝灰質泥 岩をは さむ，北部 に分布 して い るが ， 南

部 で は 未確認 で あ る．

　館谷 泥 岩 部 層 は暗灰 色 泥 岩を主 と す る．ク ラ ッ ク が よ

く発達 し ， 石 灰質 ノ ジ ュ

ー
ル を特徴的 に 含 む．まれ に細

粒砂岩層を薄 くは さん で い る．本部層 か らは ，
Soiem7a

sp ．・Portlandia　sp．・Yoldia　sp．な ど の 海棲貝 化石 や魚鱗

・ウニ などの 化石を多産す る．

　高尾凝灰 岩部層
＊

は 羽 生凝灰岩部層 と類似し た 酸性凝

灰岩を主体 と し，凝灰質泥岩を薄 くは さむ．凝灰 岩 は 主

に 細粒凝灰岩で あ る が ， しば しば粗粒凝灰岩 か ら細粒凝

灰岩，さらに は 凝灰質泥岩 へ と変化す る級化 構 造 を示

す．一
部 で は一

見 チ ャ
ートと見 誤 ま る よ うな珪質 で 緻密

な細粒凝灰岩も認 め られ る．

　伊 奈砂岩部層 は ， 主 に 青緑灰 色 の 中〜粗粒凝灰質砂岩

よ りな る．よ く成層 し，厚 さ 10m 前 後 の 単位 で 粗粒砂岩

か ら泥岩 へ と変化す る 級化構造を示す，砂岩層底面 に流

痕 が 認 め られ る こ とが あ る．

　横沢砂岩泥岩部層 は ， 秋川本流 で は上 下 に 二 分 され，

下部 は シ ル ト岩泥岩互 層 ， 上部は細粒砂岩泥 岩互 層 を主

体 とす る．連続性 の 悪 い 凝灰 岩層 を数枚は さむ．上部 で

は 次第に 砂岩 が ち とな り ， 最上 部 で は礫径 1 〜2cm の 円

礫 よ り構成 され る 薄い 数枚の 礫層 を は さむ．

　 網代層

　　〔模式地〕　 網代付近の 秋川流 域

　　〔下位層 との 関係〕　 秋川層 と本層は構造的 に は ほ ぼ

調和的 で あ る が ， 南部で は新第三 系起源 の 角礫を多量 に

含み ，下 位 の 横 沢 砂 岩泥 岩部層 を欠 い て 伊奈砂岩部層 と

接 し た り， 伊奈砂岩部層 を も欠い て高尾凝灰岩部層 と接

し た りす る こ とか ら，ゆ るや か な傾斜不整合 の 関係 に あ

る もの とみ なされ る．

　　〔分布〕　 本層 は盆地東部 に 分布す る．

　　〔岩相〕　 本層は きわ め て 淘汰不良の 角礫
〜亜 角礫よ

りな る 礫岩を主 とす る．礫径 は 平均 5 〜　10　cm で あ り，

最大径8m に 達す る もの も あ る．基 質は 礫 と同質の 粗粒

　
＊

従来 五 日市町 層群 中に は 火山噴出物は報告 され て い ない が ，羽生凝灰

　 掛 部層 と高尾凝灰 岩部 層 中に は 多 くの 火山噴出物 が含 まれ ，重要な鍵 層

　 とtl．） て い る．

179

砂岩 で あ る が ， ほ とん ど基質部分 が認 め られ な い 場合 も

あ る．礫種 は 先新第三 系由来の 砂岩 ・チ ャ
ー

ト・粘板岩

な どか ら構成 され る が ， 南部 で は秋川層起源 の 泥岩
・
砂

岩 ・凝灰岩な どの 礫 が多量 に 含ま れ る．本層 は 岩相変化

が 激 し く，北部 で は礫岩泥岩互 層 〜泥 岩層へ移化 す る．

礫岩泥 岩 互 層中に は凝灰 岩層が 2 〜3枚は さ ま れ る．本

層か らの 化石 は現在 の とこ ろ発見 され て い な い ，

　地質構造

　五 日市町 層群 は全般的 に直立 に 近 く急傾斜 し て お り逆

転 して い る とこ ろ も認 め られ る．多くの 断層 が 発達 し，

ブ ロ ッ ク 化 し て い るが，大局 的 に は西 北西一東南東方向

の 軸を もつ 比較的閉じた形態 の 褶曲構造を形 成 し て い

る．現在露出 し て い る 部分 で は 二 つ の 向斜と一
っ の 背斜

が認 め られ ， 軸は すべ て 東南東方向に大 き く沈下 し て い

る．

　 こ れ らの 褶曲構造を切 っ て ， 南北系 ， 西北西
一東南東

系 お よ び東西系の 3 系統の 断層 が発達 して い る．一般に

南北系の もの が他系統の もの を切る が，西北西
一
凍 南東

系 の もの が南北系 の もの を切 る 場合も認め られ る ，こ れ

らの 断層 は五 日市町 層群をお お う五 日市砂礫層を切 っ て

は い な い ．

　 （2） 五 日市砂礫層

　　〔命名〕　 菅野 ・新井 （1964） に よ っ て 命 名 され た

が ， 竹越 ほ か （1979） は，関 東 山地東縁部 の 研究 か ら，

同時代 とみ られ る 礫層を飯能礫層 と して 総称 し て い る．

　　〔模式地〕　 秋川支流 の 網代付近 か ら南方 へ の び る

沢，二 の 谷 と 三 の 谷．

　　〔下 位層との 関係〕　 し ば しば高角不整合面を形成 し，

そ れ に 対 し て 五 目市砂礫層がア バ ッ トす る．下位層は場

所に よ っ て 異 な り， 五 日市町 層群や 中 ・古生 層 で あ る，

　 不整合は直接観察 （第 4図）で き， そ の 特徴 は以下 の

通 りで あ る．

　 （a｝ 秋川左 岸の 網代橋付近 （第 4図 中の 地 点 a ）

　 こ こ で は直立 し た網代層を ゆ る く傾斜す る五 日市砂礫

層 が お お う （第 5 図）．基底 の 不整合面上 に は 円〜亜円

礫層が発達す る ．

　 （b） 網代付近 の 秋川右岸 （第 4図中の b＞

　 網代層 に 対 し て 五 日市砂礫層が ア バ ッ ト す る　（第6

図），こ れ らの 両者 の 間 に は南北走 向 を持 ち，40°東方 に

傾 く不整合面がみ られ る。こ こ で 網代層 は 南北走向を持

ち，85D東方 に傾い て い る が ， 角礫層か らな る 五 H市砂

礫 層 は ほ ぼ水平 に 堆積 し て い る．

　 〔c）秋川支流 の サマ
ーラ ン ド南方 の 二 の 谷 （第 4 飄中

の 地点 c ）
＊

，
こ の 地点 の 不整合はすで に竹越ほ か （1979）に よ って 報告 されて い る．
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第 3 図　 地 質断 面 図 （凡 例 は 第 2図 と 同 様 ）

・．．pee

第 4 図 　 不 整 合 露 頭 位置 図 （a ，
b

，
c は 不 整 合 地 点 ）

　秩 父 古生層 との 間 に 高角不整合面 が認 め られ る （eg　7

図）．こ の 不整合面 は 北西方向に の び ，
50°北東 に 傾 い て

い る．こ の 不 整 合面 に対 し て ，ゆ る く傾 い て 堆積 し て い

る 角礫層 か らなる 五 目市砂礫層が ア バ ッ トす る ．

　 〔分布〕　 主 に角礫 か らな る 下部層 は ， 地表部分 に は

わずか に分布す る の み で あ る が，基盤 の 縁辺部 に 発達 し

て お り基盤 に対 して アバ ッ トす る．ま た 基盤 との 境 は，

直線的分布を 示 す こ とが しば しばで ある．主 に 円礫 〜亜

円礫 か ら構成され る上部層は，大部分が丘 陵地 に分布 し

て い る．

　 〔層相〕　 本層は 層相的特徴か ら下部層 と上部層 に区

2

2M

薩 4　 區 5

　　第 5 図　 地 点 a に お け る 不 整 合 の ス ケ ッ チ

1 ： 礫 質 部 ， 2 ： 砂 質 部 （1， 2は 五 目市 砂 礫 層 ），
3 ；

不 整 合面 ， 4 ： 角礫 岩 ， 5 ： 泥 岩 （4， 5は 網代層），

匳 1　 E≡コ 2　璽 3

　 第 6 図 　 地 点 b の 不 整 合 の ス ケ ッ チ

1 ： 五 日市砂礫層 ，
2 ； 不 整 合 面 ，

3網 代 層

一・一
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　　　　 第 7 図　 地 点 c の 不 整合 の ス ケ ッ チ

1 二 五 日市 砂 礫 層 ，2 ： 不 整 合 面 ，
3 ； 古 生 層（チ ャ

ー ト）．

分で き る．下 部層 は礫径 3 〜4mm か ら数 。m の 角礫 を

主 とす る 礫 層 か らな る が，本 部層の 上部 で は 亜 角礫 か ら

亜 円礫層を は さみ ， 砂層 との 互 層をな す場合もある．角

礫 は淘汰が不 良で あ り，基質は青灰 色 の 凝灰質 シ ル トな

い し中粒 砂 か らな る．礫 種 は，砂 岩 ・
シ ャ

ー
ル ス タ イ ン

・チ ャ
ート・

石灰岩 な ど か らな り， その 礫種構成 は近 く

に分布す る基盤 の 岩石種 に大き く支配 され て い る．

　上部層 は ， 礫径 5N10 数　cm の 円礫を主 とす る 礫層 よ

りなり， 人頭大 の 礫 もしば し ば含ん で お り淘汰は や や 不

良 で あ る．礫種構成を見 る と，中粒砂岩が大部分 を 占め

て お り，そ れ らは 小仏層群 ・鳥ノ 巣層相当層
・秩父古生

層 の 砂岩 に 由来す る もの で あ る．他に は ， チ ャ
ート・

粘

板岩 ・シ ャ
ー

ス タイ ン ・礫岩 ・花 崗岩類 の 礫 が み ら れ

る．新第三 系起源の 礫 は ほ とん どみ られ な い ，基質 は ，

粒径 2 〜3mm 程度の 礫 を含む泥質堆積物か らな る．

　本層下部層 か らは ，
Taxodix710n　sequoianum 　G 。than な ど

の 植物化石 を多産す る （福 田 ・高野 ，
1951），ま た 最近 御

前石付近 に 発達す る 下部層 の 中か ら Stegoden　 bombifrens

が 発見され た
＊．

　 〔地 質構造〕　 上部層 ， 下部層と も層理 面 は ほ ぼ 水平

で あ るが，北東方向に 3 〜5 °

程度傾い て い て，全体的に

は単斜構造 を な す。基盤 に接す る付近 で 20°

ぐ らい の 傾

斜を もつ 場合も あ る．ま た平井川 に お け る 五 日市町 層群

との 境界部 に は断層 が発達 して お り，
こ の 断層に ひ きず

られ た 形 で ， 五 日市砂礫層 は ほ ぼ 垂直 に 立 っ て い る．

4・ 討論 ・考察

　 （1） 中新統内部 に み られ る不整合 の 意 義

　五 日 市盆地 に 分布す る新第 三 系 の 層序 に つ い て は ， 藤

本 （1926，1951）， 菅野 ， 新井（1964）な ど に よ っ て 報告

され て い る．菅野
・
新井 （1964） は こ の 新第 三 系を五 日

＊
五 目市 ス テ ゴ ドン 調査 団未 公表 資料、
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市町層群 と命名 し，さ ら に下 位 よ り幸神層 ・小庄砂岩泥

岩互 層
・館谷泥岩層

・
横沢泥岩砂岩 互 層 ・網代層の 五 層

に 区分 し ， こ れ らはすべ て 整合 に重 な る と した．すな わ

ち ， 五 日 市町 層群は 下位 よ り粗粒相 →細粒相 → 粗粒 相 と

変化す る こ とか ら， そ れ らを
一

つ の 堆積盆地 に お け る海

進相か ら海退相を示す もの とした，

　筆者 らは 前述 し た よ うに ，五 日市 町 層群 を下位の 秋 川

層 と上位 の 網代層 に区分した．両者は大局 的 に は構造的

に 調和的で ある．し か し ， 盆地南部 に お い て は秋川層 の

異な っ た 層準 と接す る こ と，ま た網代層中 に秋川 層起 源

の 礫を多量 に含む こ とな どか ら考 え る と，網代層堆積時

に ， す で に 秋川層堆積域 の
一

部が隆起 ・削は くされ て い

た と判断 され る．従 っ て，こ の 意味 で は 上 述 の 両 層は 菅

野 ・新井 （1964）が報告した よ うな整合
一

連の もの で は

な い ．こ の 網 代層 基 底 の 不整合の 意味 に っ い て 若干述 べ

て お く，

　網代層 は，角礫 か ら な りき わ め て淘汰 が不良で ある こ

とな どか ら ， そ の 層相 が い わ ゆ る 崖錐性礫岩 （本宿団体

研究グル
ープ 、

1970； 藤田，
1973； 山陰グ リー

ン
・タ フ

団体研究グル
ープ ほ か ，

1977）に酷似す る．ま た ， 北方

に い く と急激 に 泥岩層へ移化す る こ と， 南方 に 向か っ て

粗粒化す る こ とな どか ら 当時 の 基盤岩 は本地域 の す ぐ南

に あた る 場所 に 露出 し て い た と考 え られ る．

　
一

方，最近 立 川市富士 見町 で試錐が行な わ れ て，深度

ts　1，0eo 皿 か ら第三 系 の 緑色砂岩が報告され た （遠藤 ほ

か，1978），こ の 砂岩は粗粒砂岩で あ り，最大礫径 3cm

の 黒色 の 粘板岩 な どの 角礫 が 混入 し て い る とい う特徴 を

も っ て い る．ま た，地震波に よ っ て解析され た こ の 付近

の 中 ・古生界基盤 の 地 質構造 は ， 関東構造盆 地 の 方向に

傾 い た 単斜構造 を示 して い る （首都圏基盤構造研究グル

ープ ，
1979＞．こ れ らの こ とか ら，東方 に い くに従 い 網

代層 の 厚 さはも っ と厚 くなる と考えられ る．

　従 っ て
，

こ の 礫岩は新第三 系の 単な る周縁礫岩 （菅野

・新井，1964）とす る 見解も あ る が ， 規模 の 大きい 堆積

盆地 の 発生 の 初期に 堆積 し た 基底礫岩 と考 え られ る．し

か も， こ の 礫岩 の 形態 ・規模 ・層相な どの 特 徴 が 藤 田

（1973）， 山陰グリ
ー

ン ・タ フ 団体研究 グ ル
ー

プ ほ か

（1977）の い う崖錐性礫岩 の そ れ と酷似 して い る の で，

こ の 堆積盆地 は 陥没 に よ っ て 形成 され た もの と考え られ

る．

　 こ の 網代層を堆積 し た盆地発生 の 時期 は，網代層 か ら

の 化石が現在 の とこ ろ発見 され て い な い た め不明 で あ る

が ， 下位 の 秋川層の 時代 は 産出化石 群集 に よ り中期中新

世 と され て い る （菅野 ・新井，1964） こ と，お よび 秋 川

層 と網代層 とは ゆ る や か な傾斜不整合の 関係にあ る が ，

N 工工
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全体的 に は調和的で ある こ とか ら，中 〜 後期中新世 と考

え られ る．

　 従来 ， 五 日市町層群 は
一

括 して 中期中新世 で あ る と さ

れ て き たが ， 網代層が 700m 以上 に お よ ん で 堆積 して い

るの で ，少 な く と もそ の 一
部 は 後期中新世で あ る 可能性

が強い ．

　 （2） 五 日市町層群 の 褶 曲運動の 時期

　 五 日市 町 層群 は 閉 じ た 褶曲を し て い る，褶曲軸は 西北

西一東南東の 方洵をもち ， そ れ と同方向の 断層が盆地内

に発達 す る こ と，しか も，こ の 方向 は 基盤 の 中 ・古生層

中に発 達 す る 主 な 断層 と調和的 で あ る こ と，ま た こ れ ら

は い ずれ も南北性 の 断層 に よ っ て 切 られ て い る こ とな ど

か ら西北西一東南東方向の 断層活動 と褶 曲形成 は 密接 な

関係が あ る もの とみ られ る，

　 上述 し た こ とか ら，こ の 褶曲 の 形成 に は ， 西北西
一

東

南東方向の 基盤 の 昇降性 の ブ ロ ッ ク運 動 が 関係 して い る

と考 え られ る．

　新第三系の 五 日市町 層群を不整合 に お お う五 日市砂礫

層中に は こ の 褶曲運動 の 西北西一東南東系 の 要素 は認 め

られ な い ，従 っ て ， 褶曲運動 の 時期 は五 日市砂礫層堆積

以前 で あ る．五 日市砂礫層 は下部層か ら Stegodon　bembi−

fronsが発見 され て い る の で，250万 〜300万 年前 の 地 層

とみ られ る ．また ， 秋川層 と網代層 とは ゆ るや か な傾斜

不整合関係 に あ る が，構造的 に ほ ぼ調和的で あ り， 五 日

市町層群堆 積時 に顕著な 褶 曲運 動 は 認 め られ な い ．さ ら

に ， 五 日市町層群 は中〜後期中新世 と推定 され て い る の

で ， こ れ らの こ とか ら こ の 褶曲運動は 後期中新 肚〜鮮新

世 に 発生 し た もの とみ な され る．

　 （3）　五 日市砂礫 層 基 底 の 不整合の 意簍

　五 日市町 層 群 を 明 瞭な 傾斜不整合 で 五 日市砂 礫層 が お

お っ て い る．前述 した よ うに筆者 らは 新第三 系 の 五 目市

町層群の 褶曲は基盤 の 差別的な昇降運動 に よ っ て 生 じた

とみ て い る．一
方 ， こ の 第三 紀 の 褶曲形成以後 ， 主 に 南

北系の 断層に よ る ブ ロ ッ ク化が 生 じ て い る ．関東山地東

縁部 に 発達す る鮮新
一

洪積統 の 堆積盆地 が発 生 す る 前

に，垂 直方向 の つ き あ げ に よ っ て 高角断層群 が 生 じ て い

る （竹越 ほ か ，
1979）が，ブ ロ ッ ク化 は こ の 運 動の 一

部

とみ られ る．

　五 日市町 層群 を褶曲 させ た 運動 と， 鮮新
一

洪積統 の 堆

積盆 地 発 生 の 直前 にみ られ る 運 動 と は 性格 の 異なる 運動

とみ る べ きで あ ろ う．

　五 日市砂礫層の 堆積前に は ， こ れ ら二 っ の 隆起運動 が

生 じ て い る．し か し，現在 ま で の 資料 か らは 各々 の 隆起

運動の 量を区別 し求 め る こ とは 困難で あ る．従 っ て ， 五

日市砂礫層堆積前 に み られ る隆起運動の 量 を見積る とす

れ ば，両者を合算 し た もの とな らざる を得 な い ．

　 そ の お お よ そ の 隆起量 は ， 五 日市町 層群 の 堆積終了 時

の 堆 積面 か ら基盤 まで の 深さ と，五 日市砂礫層 の 基底 か

ら基盤まで の 深 さまで の 差を求 め る こ とに よ っ て 推定す

る こ と が で き よ う．盆地中央部に お い て 五 目市町 層群 は

堆積当時，積算3
，
000m に達 した とみ られ るが，野 外調

査 に 基づ く現在 の 地下断面か ら判断す る か ぎ Dで は，五

日市砂礫層下 に 2，000 　m 内外の 堆積量 が 見積 られ る．従

っ て，そ の 差約1
，
000　m 　e一度h；，隆起 ・削は くされ た と

い う こ と に な る．

　 鮮新
一
洪積統 の 発生 に関す る研究 は ， 西南 日本や関東

地 方 で お こ な わ れ て きた （藤田ほ か ，
乳975； 竹越 ほ か ，

1979）が，そ の 大部分 が比較的硬 い 中 ・古生 層 を 直接基

盤 とす る よ うな場合で あ っ た．そ の た め に発生 の 機構 に

つ い て は 明 らか にす る こ とがで き て も，盆地 発生 直前 に

下位層が どの 程度変形 した の か を解析す る こ とは 困難で

あ り，堆積盆地が発生 す る前に 生 じて い る隆起運動の 量

につ い て は あ ま り論じ られ て こ な か っ た．

　本地域 の 場合は，第三 系 の 上 に発生 して い る場合で あ

り，隆起量 を明 らか に す る 上 で は適 して い る フ ィ
ール ド

の一
つ か も しれ な い が，本地域 に お い て も隆起量 にっ い

て は不確定な要素が多い ，しか し五 日市砂礫 層 堆 積 以

後 ， 積算1，000m 程度 の 隆起
・
削 は くを受けて い る こ と

お よび 鮮新
一

洪積統 の 堆積盆地発生 の 直前 に活動 した南

北系 の 断層 の 垂 直変位量が 10m 〜1，000　m の もの まで あ

る こ とを考 える と， 盆地発生直前の 隆起量 も か な りあ っ

た とみ て よ い もの と思 われ る，

　 しか し，
こ の 結果生 じた とみ られ る堆積物は現在未発

見 で あ り，関東盆 地 の 地 下 に こ れ に相当す る もの が あ る

の か ど うか，今後 の 検討 課 題 と した い ，

　最後に，五 罔市砂礫層 の 堆積す る前 に生 じて い る隆起

運動 を境と して 関東構造盆地 を形成す る ような新 しい 変

動 が 発生 して い る とい う点 につ い て ふ れ，五 日市砂礫層

基底 にみ られ る不整合 の 意義を強調 して お きた い ．

　関東地域 にお け る 中
・
古生層 の 地質構造 の

一
般方向は

西北西 一
東南東方向 で あ り， 本地域 に お い て は こ の 方向

は，大局的 にみ る と新第 三 紀の 堆積盆地の 長軸方向 と調

和的 で あ る．

　 こ れ ま で ，一
般的 には第三 紀 の 堆積 盆地 は そ れ ま で の

古 い 構造 を 切 っ て 発生 す る （藤 田，
1973） とい わ れ て き

て い る ．筆者 らも全体的 に は そ うで あ ろ うと考 え る が，

古生 代 〜新生代 まで の
一

連 の 地 層群が発達 す る本 地 域 に

お い て は ， そ の よ うな 傾向が あ ま りみ られ な い ，西 北西

一
東南東方向の 構造 を完全 に た ち切 る の は，鮮新一

洪積

統の 五 目市砂礫層堆積時期 で あ り，主 に 南北 方 向 の 断層
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鮮 新一洪 積 統 の 五 日市砂礫層基底 に み ら れ る 不 整合 の 意義

　　　第 8 図 　 五 目 市 砂 礫 層 基 底 の 不 整 合線

1 ； 五 日市 砂 礫層 ， 2 ； 五 日 市町 層 群，3 ； 中・古 生 層

4 ： 断 層，5 ： 土也層 境 界線 ，
6 ： 不 整 合 線

に よ っ て 形成され た高角不整合面 に よ っ て 関東構造盆地

の へ りが 規定 され て い る （第 8図）． こ の 関東構造盆地

を形成す る よ うな 地殻変動は，そ れ まで の 第 三 紀 の 変動

とは異質の い わ ゆ る 島弧変動 で あ る とされ て きた．

　五 日市砂礫層基 底 に み られ る 不 整合 は ， こ うし た新 し

い 地殻変動 の 発生 期 に 生 じた 重要 な 地質現象 で あ ろ う．

5．　 ま とめ

以上 こ れまで の べ た こ とを ま とめ る と以 下の 通 りで あ

る．

　Cl） 新第三 系の 五 H市 町 層群は，下位の 秋川 層 と上位

185

の 網代 層 に わ け られ ，両 者 は ゆ るやか な傾斜不整合の 関

係 に ある．

　（2） 秋川層堆積後，新た な堆積盆地が発生 し ， 網代層

が 堆積 し た ．そ の 時代 は，ほ ぼ 中〜後期中新世 で あ る．

　（3） 五 日市町 層群 は強 く褶 曲 し て お り，こ の 褶曲形成

の 時期 は 後期中新世〜鮮新世と考え られ る．

　［4） 鮮新一洪積統 の 玉 日市砂礫層 は 下 位の 五 日市町 層

群 とは 明瞭な傾斜不整合 で 接 し て お り， 鮮新
一

洪積統の

堆積盆 地 が発生す る 以前 に ， 新第三 系 は か な りの 量 の隆

起 ・削は くを受け た，

　［5） 本地域に お い て は ， 大局的 に は 古生代 〜新第三 紀

中新世 まで は西北西
一

東南東方向 の 地質構造 に よ っ て規

定され て い る． しか し 五 日市砂礫層基 底 の 不 整 合 現 象 を

境 と して ， こ の 構造を完全 に切 る関東構造盆地を形成す

る よ うな変動が生 じ た．
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